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1.学 習指導要領 教育課程 指導計画

中学校,高 等学校の外国語の新 しい学習指導要領 は平成元年(1989

年)7月 に公示 されr平 成5年(1993年)4月 か ら施行 され ることに

なっている。学習指導要領の改定は通常文部大臣に対す る教育課程審議

会の答申を受けて文部省内の学習指導要領作成協力者会議が教科別に作

成 して答申す るとい う過程をとっている。今回の改定には内閣に対す る

臨時教育審議会の答 申が先行す るとい うこともあってその答申の意図に

も配意す るとい う背景があった。

学習指導要領は言 うまで もな く国が定めた教育内容の基準である(欧

米ではこの基準 は各地域 の教育委員会がそれぞれ定めていたのが,英

国,デ ンマーク,最 近 で は米国 も国が…定4)も の を設 け よ うとして

ニュースになっている)。 この学習指.:.領 に基づいて各学校では教育

課程を編成 して実施する。 この教育課程では各学校の 目標,教 科の時間

数 必修 ・選択の別,地 域 との関連などが問題にされる。それを受けて

各教科の年間計画が作成されるとい う手順になっている。

筆者の学習指導要領協力者会議の一員であった経験 と,現 在大学の附

属校長 として教育の現場 に直接接 している経験からも,教 師は学習指導

要領,教 育課程,指 導計画にもっと積極的に関与すべきだ と思 う。

私たち英語教師は教育課程 は県や市町村の教育委員会 あるいは校長会

等が設定 したモデルに従 えばいいし,指 導計画は教科書(会 社)の 示 し

た ものに沿 っていれ ぽいい とい う受 け身の姿勢 にな り勝ちであ る。東

(1990:1)が 指摘す る 「教育内容やカ リキュラムは文部省が与えて くれ

るとする伝統的な考 え」か ら脱皮 して自分の学校の指導計画,自 分たち

の英語科シラバス(カ リキュラム)の 構成(授 業のアプローチ ・方法 ・

教材 ・教師,生 徒の役割 など)が で きないものかと考 える。



1ラ6

2.新 学 習 指 導 要領(外 国語 科)の 「目標 」 が重 視 す る もの

新 しい指導要領 は中学校 の もの も,高 等 学 校 の もの も同 じ 「目標 」 を

掲 げ ている。 その 目標 は次 の三項 目よ りなって いる。

(1)外 国 語 を理 解 し,外 国語 で表 現す る基礎 的 な能 力 の育成。

(2)外 国 語 で 積 極 的 に コ ミュニ ケ ー シ ョンを図 ろ うとす る態 度 の育

成。

(3)言 語 や 文 化 に対 す る関 心 を深 め(高 め),国 際 理 解 の 基 礎 を培 う

(国 際 理 解 を深 め る)。(括 弧 内 は高 等 学 校)

(1)の 項 目は別 と して 「コ ミュ ニ ケ ー シ ョンを し よ うとす る態 度 の育

成」 と 「国際理解 を深 め るJと い う項 目が 中 学 校,高 等 学 校 の英 語 教 育

の 目標 に謳 わ れ るのは1980年 代 か ら1990年 代 に か け て の 日本 の急 激 な 国

際 化 とわ が国が世界第2位 の経 済 大 国 に な った こ と と無 関係 ではない。

世界各地 に進 出す る 日本 の工場,会 社,商 店 。 年 間1000万 人 以 上 に も達

す る海 外 へ の渡 航 者 や300万 を超 す 外 国 人 旅 行 者(1989年)や12万 人 に

及 ぶ 日系 ブ ラ ジル 人滞 在 者 。 今や私た ちの職場 での同僚 と して,ま た 隣

人 と して外 国人 と接 す る こ とは珍 し くな くな った。

② の項 目は コ ミュニ ケーシ ョンの重 視 だ けで は な く,コ ミュニ ケ ー

シ ョンを し よ うとす る態度 と意欲 につ いて述べ てい る。 そ して 「積極的

に コ ミュニケーシ ョンを図 ろ うとす る態度 を育 てる」 とい う目標 は中学

第3年 の 目標 に,ま た 高等 学 校 英 語1,IIの 目標,オ ー ラル ・コ ミュニ

ケー シ ョンA,B,C,お よ び リー デ ィン グ,ラ イ テ ィン グ の 目標 に 繰

り返 し取 り上 げ られてい る。

英語学習における意欲 ・態度の重要 さ1991年 に 刊 行 され た 第2回 国 際

数 学 教 育 調 査 報 告 が 指 摘 して い る 口本 の生徒 た ちの数 学 に対す る 「関

心 ・態度」 についての報告 はわ れわれが今行 ってい る教育へ の一つ の警

鐘 ととることがで きる。 日本の生徒た ちの計算能 力は世界一 か もしれ な

いが,そ れ は記 号 や数 字 の操 作 だ け に終わ っていて論理的 に思考す る力

や,自 分 で考 えて い こ うとす る力 が 乏 しい とこの報 告書 は述べ てい る。

学力 は確 かに高 い,し か しそ れ は 一時 期 の暗 記 力 の高 さで7年 令 が 進 む

につ れ て学 力 が剥 落 す るので はないか と予測 され るので ある。

報告書 は さらに 「関心 ・態度」 につ いて こ う述べ てい る。 「わ が国 の生

徒 は数学 は大切 だ と考 えてい るが,そ の勉 強 の 内容 は中 学1年 生 で も難
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し い と考 え,嫌 い に な って し ま って い る。 数 学 を根気強 くや り通 すか,

探 究 す る態度 が あ るか,数 学 の勉 強 に 不 安 を感 じて い な いか な どに対 す

るわ が国 の生徒 の反応 はす べ て否定 的 であ る」。数 学 の代 わ りに英語 を

当てはめて も同 じことが言 えるのではないだ ろ うか。

「誤 りの研究」提 唱者 であ ったS.P,Corderは か つ て興 味 の あ る こ と

を述 べ て い る。 それ による と,外 国語 で コ ミュニ ケ ー シ ョンを しよ うと

す る時 に学習者 には二 つ のタイプが あ るとい うので ある。 一つ の タイプ

は誤 りを避 け よ うとす るタイプ,他 は危 険 を 冒 して も相 手 との コ ミュニ

ケーシ 澱ンを行 お うとす る タイプで あ る。危 険 を避 け よ うと黙 って し

ま った り,誤 りを した くない た め に話 題 を変 えた りす る者よ り,た と え

表 現 力 が 乏 し くと も出来 る限 りの手段 を使 って コ ミュニケーシ ョンを図

ろ うとす る学習者 のほ うが望 ま しい と言 うのであ る。 そ してその よ うな

学 習老が外国語学習 で成功す る とい う。

生徒た ちが中学校 あ るいは高等学校 での英語学習 において,英 語 へ の

関心 ・興 味 と意 欲 を持 ち続 け,英 語 と英語 圏 文 化 へ の プ ラ スの 関心 ・態

度 を持ち続 け るな らば,そ の英 語 教 育 は成 功 と言 わ ね ば な らない。

3.新 しいパ ラ ダ イム と して の コ ミュニケーシ ョンの重視

90年 代 の英 語 教 育 を 語 る時,こ の時 代 に 共 有す る パ ラダ イ ム(para-

digm)が あ って よ い と考 え る。 こ こで い うパ ラダ イ ム とは歴 史 上の あ

る時点 で 同 じ専 門 分野 に属 す る人 々が共有 す る枠 組み,方 法 な どを 指

す 。

言 語 に心 理 的 側 面 と社 会的側面 があ る とす れ ばChomskyな どの 言 語

理 論 に よ って そ の 心 理 的 側 面 が長 足 の進 歩 を 遂 げ た。 一方,Hymes,

Halliday,Labovな どの社 会 言 語 学 者,Austin,Searleな どの言 語 哲 学

者 な どに よ って 言語 の持 つ社 会的側面 も次第 に明 らかに され,実 際 の コ

ミュニ ケ ーシ ョンの場 に おい て言語が どの よ うに使用 され るかを問題 に

す る語用 論 が盛 んに行わ れ る よ うに な った。 この こ とと コ ミュニケー

シ ョンを重視 した言語教育 が主張 され る よ うにな ったの とは無縁 で はな

い。学 習者が知識 として言語 を知 っている ことは大切 であ るが,言 語 を

使 っ て何 が で き るか とい う面 に も関心が寄せ られ て きたので ある。 言語

知識 と共 に言語運用 もとい う流 れで ある。
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コ ミュニケーシ ョンを これ か らの英語教育 のパ ラダ イムの中で最 も重

要 な一 つ として取 りあげるのは,言 語 研 究 の発 展 とは別 にす で に述 べた

よ うに 日本が今置かれ てい る現状 か らも当然 の ことと思わ れ る。そ して

これは同時 に 「直接,人 と人 の接 触 か ら外 国語 を学 ぶ 姿勢 と経 験の恐 る

べ き欠如」 「外 国語 は主 と して本 で学 ぶ もの,文 献 に よっ て研 究 す べ き

もの とい う抜 き難 い伝 統」(鈴 木 孝夫1990:79)と い う従 来 の 外 国 語 学

習 に対 す るわ れわれ の態度 の反省 に立つ もので もあ る。

コ ミュニケーシ ョソを重視 した英語教 育Tあ るい は英 語 の授 業 とい う

が,そ れ は容 易 な事 で は な い こ とも確 かで ある。例 えば,生 徒 た ち に コ

ミュニ ケ ー シ ョソ能 力 をつ け させ よ うとしても コ ミュニケーシ ョン能力

とは何 か,と い う問 題 にぶ つ か る。 コ ミュニケーシ ョソ能力 につ いて も

提唱者 の立場 に よって もい ろい ろな見方 が ある。 言語学 の立場,心 理 言

語 学 の 立 場,社 会 言 語 学 の 立 場 等 々。Munbyは そ の 多 様 さ を 星 座 に警

えて 「コ ミュニケーシ ョン能 力星座」 と言 ってい るほ どであ る。

そ の 中 で 外 国語 教 育 に関 して,CanaleandSwain(1980),Swain

(1983)が 提 唱 して い る4つ の構 成 要 素 か ら な る コ ミュ ニ ケーシ ョソ能

力 の定 義 は最 も説得 力 に富 む。 そ れ に よる と コ ミュニケーシ ョン能 力

(communicativecompetence)は,

a.文 法 能 力(grammaticalc.)=文 法 的 に正 確 な文 をつ く り出す

力 。

b.社 会 言 語 学 的 能 力(sociolinguisticc.);こ とば を そ れ ぞ れ の

場 面 で適 切 に使}る 力 あ る い は話 し手 と聞 き手 との関係 の適切 さを保つ

力。

c.談 話 能 力(discoursec.)8文 法 能 力 を使 用 して文 法 的,意 味 的

に つ なが りの あ る テ キ ス トを作 る力。 あ るいは1語,1文 の レベ ル で は

な く,相 互 に関連 しあ って矛 盾 の な い コ ミュニケーシ ョソの単位す なわ

ち談話 をつ く り出 した り,理 解 した りす る力 で あ る。 従 って文 と文 との

間 に あ る 文 法 的 つ な が り(cohesion)や 意 味 的 つ な が り(coher-

ence),主 題 の把 握,ど れ が 旧情 報 で,ど れ が 新 情 報 か,自 分 の期 待 し

て い る発 話 行 為 が 相 手 に理解 されたか ど うかを知 るな ど多様 な能 力を示

す。研 究 者 に よって は この能 力 が コ ミュニ ケーシ ョソ能 力 の 中心 で あ

る,と 主 張 す るほ どで あ る。
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d.方 略 的 能 力(strategicc.)=ス トラ テ ジ ー と い うの は も と も と

軍 隊 用 語 でaあ る作 戦 を 実 行 す る た め の 戦 略 を 示 す 。 成 人 の 外 国 語 学 習

者 は 自分 の 表 現 し よ う とす る 内 容 と実 際 に 自分 が 持 っ て い る 表 現 力 の 差

が あ ま りに 大 き い の に 苦 労 す る が,こ の 時 何 と か 表 現 し よ う と し て 採 る

方 法 で あ る。 自分 が 知 ら な い 言 葉 を使 わ な け れ ぽ な ら な い 時 日本 語 で 代

用 した り,知 ら な い 語 の 上 位 や 下 位 の 語 を 使 っ た り,非 言 語 的 活 動 で あ

る,ジ ェ ス チ ャ ー で 表 現 し た りす る 力 。 ま た パ ラ フ レ ー ズ し た り,1et

mesee,wellな どfillingwordを 適 当 に使 っ た りす る力 。

他 に,コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ソ 能 力 の 構 成 要 素 に つ い て,例 え ばClaus

Faerch,¢!ul.(1984)はphonology/orthography ,grammar,lexis,

pragmatics,discourse,communicationstrategy,Huencyを あ げ て い

る。

こ れ 以 外 に も コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ソ を うま く進 め る た め に はturntak-

ing,illitiatiol1,terminatiol1な ど 「会 話 協 調 の 原 理 」 も 考 え な け れ ば な

ら な い 。 さ ら に 表 情,eye℃ontactな どparalinguisticの 問 題 。 さ ら に

言 語 と切 り離 せ な い文 化 あ る い はethnograpyに 関 係 し た こ と も 問 題 に

な る 。 教 材 の こ と を 考 え れ ば,languagevariety,authenticmaterials

な ど も関 係 して く る。

これ ら の 多 様 な 要 素 を 実 際 の 英 語 教 室 に 持 ち 込 ん だ 場 合 どの よ うな も

の に な る の か 。 こ の 多 様 さ の ゆ え に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 重 視 した 授 業

を 系 統 化 す る の は 容 易 で は な い 。D.A.WikinsのAb!ガ θ1副S},〃 αろ%s6∫

(1976)に よ っ て 始 ま った シ ラ バ ス 論 は こ の 問 題 に 大 ぎ な 役 割 を 果 た す

と思 わ れ る。 学 習 の レベ ル に よ っ て 言 語 形 式 か ら談 話 に 重 点 を 移 し,さ

ら に 実 際 の 言 語 使 用 に 発 展 さ せ る と か 。 形 式 シ ラバ ス か ら タ ス ク ・シ ラ

バ ス ,場 面 シ ラ バ ス,さ ら に プ ロ セ ス ・シ ラ バ ス を 考 え る な ど。 また ど

の よ うな 教 授 項 目を ど の よ うな 立 場 で 選 別,配 列 す る か な ど。 シ ラバ ス

構i成 の 際 に 学 習 者 の ニ ー ズ 分 析(needsanalyse)も 必 須 で あ る。 ま た

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン重 視 を シ ラ バ ス構 成 の 中 で 聞 く ・話 す だ け で な く読

む ・書 くの 分 野 で も具 体 化 す る必 要 が あ ろ う。 最 後 に,何 よ りも新 し い

英 語 教 育 は 人 間 中 心 で あ りた い と願 う。

〔静 岡大 学 〕


